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研究背景

地球温暖化問題の緩和に向けて、各国各産業が低炭素型のグリーンサプラ

イチェーンを構築することが極めて重要である。COVID-19などの社会的な

要因から、主要国を中心にグローバルサプライチェーン (GSC) を再構築する

動きが見られるが、各国各産業はこれを機に、 CO2排出ホットスポットへの

対策を通じてグリーンサプライチェーンを再構築しなければならない。

先行研究 (e.g., Kagawa et al., 2015)はCO2排出ホット
スポットの特定に止まっており、それを解消する
ようなGSC再構築が環境に与える影響はわからない。

研究目的

研究手法 – Scenario-based extraction method 本研究が提案する統合型分析フレームワーク

結果 –日本の自動車サプライチェーンを対象としたケーススタディ

結論 –本研究の貢献と政策提言

CO2排出ホットスポットは中国の製造業クラスターであった

再構築によって中国におけるCO2排出量が劇的に減少した

韓国やロシアなど一部の国で、顕著にCO2排出が増加した

日本の自動車GSC全体のCO2排出量は約6.5%減少

日本の自動車産業は、サプライチェーンの再構築を通じて、
カーボンフットプリントを大きく削減する余地がある。

日本の政策決定者は、サプライチェーン再構築を通じて

大きくCO2排出が増加することが想定される地域において、

優先的にCO2排出削減策を行うべきである。

ホットスポットに含まれる製造業の中で、最もCO2排出削減に

貢献したのは、電気機械産業の抽出と代替（再構築）であった。

➢当該再構築は、自動車GSCによるCO2排出を2.2%削減する

日本の自動車産業におけるサプライチェーン管理者は、

中国の電気機械産業に対する依存を優先的に取り除くような

サプライチェーン再構築を進めるべきである。図2. 図1に示したCO2排出変化の再構築産業別要因分解

図1. CO2排出ホットスポットの再構築に伴う各国のCO2排出変化

・GSCの再構築によってCO2排出量が増加する地域や部門
（つまり、集中的なCO2排出削減策が必要になる地域）

・GSC再構築による純CO2排出削減量が大きい部門
（つまり、他よりも優先的にGSC再構築を進めるべき部門）

✓CO2排出ホットスポットの包括的なCO2排出管理を徹底する
➢具体的な気候目標を上流サプライヤー選択の条件とし、
上流部門にLCCO2排出削減のインセンティブを与える

✓純CO2排出削減効果が大きい部門の再構築を優先的に進める

➢当該部門（ケーススタディでは、電気機械部門）に関する
CO2排出ホットスポット国以外との貿易協定を強化するという政策決定者にとって有益な情報を提供する。

本研究で開発された新しい統合型分析フレームワークは、

【本研究の貢献】 【政策提言】


